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一般社団法人 アニマルパスウェイと野生生物の会 

 

 



 

 

2022年 4月～2023年 3 月における当会活動について、公益信託経団連自然保護基金（KNCF）及び 11 月には公益信
託大成建設自然歴史環境基金の助成を受け実施致しました関連活動内容を以下に報告いたします。 
会員数は 3月末現在 個人会員 53名 企業会員 6 社です。 

なお、COVID-19の第６波～第８波による感染拡大に伴い、集合して行う会合を控え、オンラインでの打ち合わせや会議
が主体となり、調査活動などは状況をみての実施しました。 

１. 2022年度事業の実施方針 

     「アニマルパスウェイの一般化と連携プロジェクト」を実施し、自治体等にこれまでのアニマルパスウェイの設置
歴、ロードキル調査、遺伝子の多様性調査、生態調査などをもとにアニマルパスウェイの設置提案およびロー
ドキル等について、インフラと野生生物の一般への認識機会を講ずるとともに国内外関連団体との連携を模索
する。 

２．役員会・総会 

    ■2022 年度第 1 回役員会 
4 月 23 日 15 時より 11 名の役員と事務局が出席のもと、Zoomにて開催。 
議事内容は、2021 年度報告・収支決算、2022 年度計画・予算案についておよび 2022年度役員案について審議
し、主に 2021 年度事業報告/決算報告、2022 年度事業計画/予算案について情報共有しました。アニメについ
て実施そのものは賛意を得たが、質、時間、コストの関係性やクラウドファンディングに掛かる要員数・役割などに
ついて、別途議論することになった。 

    ■2022 年度第 2 回役員会 
10 月 30 日に役員 11 名中 8名が参加し、役員会をネット開催した。 
内容は前期の活動報告、前期収支ならびに後期の活動予定。主なこれからの活動内容は以下の通り。 
・アニメ制作のためのクラウドファンディング（アニメは 2023 年 5 月完成予定、ヤマネのキャラクターなどについて 
監修 は湊会長、饗場理事でアニメーションクリエーターと協議され進めている。 
・尾鷲の三重のわ・アニマルパスウェイの視察等（岩本理事が 11 月 5～6 日視察、その後 18 日協議予定） 
・富士スバルラインの調査など（ヤマネ、モモンガなどの調査実施中、1 月に県道路公社と協議予定 
・北杜市 1 号機保守計画：見積もり実施し、今年度中に実施予定 
・毎年 12 月に開催していましたアニマルパスウェイ研究会・情報交換会は今回は 1 月に開催予定。 
 今回は日常的に関係する多くの動物たちのお話で、元上野動物園長でヤマネ・いきもの研究所の顧問でもある
 小宮 輝之氏に「人と動物の日本史」についてお話しいただく。 

    ■2022 年度第 3 回役員会 
アニマルパスウェイ研究会が 2004 年 1 月に創設され、足掛け 20 年となり、当会は 5 月には満 11 年となった。 
2023 年 3 月 26 日に役員 10名と事務局が新宿センタービルに集まり、久しぶりの対面での会議を開催。 
会議の内容は先般実施したクラウドファンディングのふりかえりと本会のこれまでの成果やふりかえり、今後の課題
や方向性について議論した。 
また、アニマルパスウェイをともに推進している一般社団法人ヤマネ・いきもの研究所と当会の関係を明確化する
とともに、今後の連携活動を実施していく。 

 

 

 

 

 

第 1 回役員会                        第 3 回役員会 
 

■2022 年度通常総会（第 11回） 
第 11 回目の ApWA 総会ならびに研究会を 6 月 5 日 15 時に Zoom にて開催。欠席の正員からは委任等を頂き、
総会は無事成立、昨年度の事業報告、収支報告および本年度の事業計画・予算等について満場一致で承認さ
れた。 
なお、本年度はエコプロ展は出展料のアップのため、に出展せず 3 年に 1 回程度を目指す。 
10 周年記念事業としてはアニメ化やピンバッジの製作などを予定。また、APWの提案、保守工事、過去のデータ
や資料の記録の充実（アーカイブ化）、国内外での研究実績の発表・連携などを実施する。 

 

 

 

 



 

 

■6 月 5 日アニマルパスウェイ研究会 
一般社団法人ヤマネ・いきもの研究所のご説明が湊会長より行われました。 
・湊会長宅に隣接して位置する。2019 年 11 月 28 日設立、元上野動物園園長小宮先生らが役員となっている。
専属スタッフは饗場さん 1 名。 
・なぜヤマネか?：かわいい、不思議、森の生態系の上位種で象徴種、天然記念物など・なぜいきものなのか：ふ
つうのいきものが大事。オタマジャクシ、つくし、トンボなどふつうのいきものがその場所の生態系を担っている。そ
のため人々が関わりやすい。ヤマネ・いきもの研究、教育活動、保全保護に関りやすい。特に企業関係者は日本
の人口の 7 割で、企業人教育が重要。 
・研究地は南アルプス、八ヶ岳、富士山、尾鷲、隠岐の島など 
・小さな糞の DNA 分析からヤマネの季節ごとの食べ物がわかり、開発時にその植物の植林などを提案できる。 
・三重では工事用道路下に新しい APWを提案、トンネル入り口にヤマネの好む植生を植林。 
・田んぼ回りの生き物調査：ヌマエビ、タイコウチなど、鳥の調査も 53 種いることがわかった。学ぶために保全にま
ず知ることが重要（調査 20 回） 
・教育も柱のひとつ。尾鷲、隠岐、台湾などの小学校が相互交流を行っている。 
リモートで教育も実施（環境教育学会で発表）。企業教育も行っている。 
・行政の提言：ヤマネいきもの研究所主体で実施：国交省、山梨県 
・富士スバルライン：ネズミの遺伝子調査研究からヤマネの調査へ 
・9 月からヤマネ友の会にて会員募集。高校生・大学生も歓迎。 
・いきものに対してピュア（紳士的）であること：地球を未来に良い状況で受け渡したい。 

 

 

 

 

 
 

                        

                       

             講演内容のうち尾鷲における取組紹介 

■アニマルパスウェイ研究会兼情報交換会 
2023 年 1 月 14 日 新年会を兼ねましてアニマルパスウェイ研究会・情報交換会を 21 名の方が参加し開催し
た。 
元上野動物園園長の小宮輝之先生をゲスト講師に迎え、「人と動物の日本史」と題しお話しいただいた。 
日本には野生動物の種も固有種も多いというお話から始まり、日本列島と野生動物、家畜についても縄文時代
の犬、豚、弥生時代の蚕、猫その後馬や牛、鶏などの話を頂き、それぞれの変遷、人との関わりについて興味
深いお話された。また大陸と日本列島とのつながり関連で取り残されたアマミノクロウサギやヤマネについての
見解も頂き、日本史とともに家畜類の記録が様々残されていて、その読み解きなど、参加者にとって大変ために
なる時間を過ごすことが出来た。 
その後、情報交換会とし、園田理事より中国主催で開催された 1st Asia-Europe Transportation & Ecology 
における他国の状況について話しがあり、最後に湊会長より最近のミエノワ・アニマルパスウェイの動向など最新
のご説明があり、時間となった。 

 

 

 

 

 
 アニマルパスウェイ研究会           小宮先生のご講演      園田理事から国際会議の状況 

 

３．アニマルパスウェイの提案・モニタリングなど 

 

 
 

  
 

https://www.schoolpress.co.jp/topics/item/c-748_1.html


 

 

■北杜市 APW1号機・2 号機の検証(6/7、6/30、7/2) 
北杜市 1 号機は 2007 年 7月に初めて公道上に設置。本年でちょうど 15 年となる。 
総会後の研究会にて話し合い、2 号機も含め検証を実施し、耐用性等を検証するとともに必要な改修を実施する
ための検討会を行うこととなった。6 月 7 日に富士山スバルラインについての県道路公社との話し合いの後、湊会
長、佐藤理事、饗場理事、代表理事で現状の確認を実施。またキープ協会の鳥屋尾部長からも 2 号機の状況に
ついて情報が別途あった。 
その結果、1 号機には 2 匹のアオダイショウが導入路に使っているケーブル保護管(FEP 管）にどうも居ついている
現状が確認され、また 2 号機は枝が APWを圧迫して屋根などが外れてるとされ、急いで対応が必要と判断し、7
月 2 日に爬虫類の専門家を招聘し、検証した結果、利用の痕跡が認められた。 
（ネズミ類と思われるヘビのペリット等が管中から発見され、アニマルパスウェイをヘビも利用していることが実証さ
れた。痕跡類は DNA解析に廻されている。）専門家によればヘビ類のロードキルも多くヘビのパスウェイの構想も
ありうるかもしれないとのことであった。また、2 号機については調査当日、佐藤理事に対応いただいた。 
6 月 30 日には建設時の対応メンバーおよび専門家・関係者により現状および改良点などについて検討会を実施
、北杜市に保守工事の提案する。 

 

 

 

 

 

 

 

            対策工事                         導入路に棲むアオダイショウ 

    ■北杜市アニマルパスウェイ保守工事実施（3 月 15日-17 日） 

15 年と 8 ケ月経過したアニマルパスウェイにより長く野生動物が利用できるように北杜市が保守工事を実施し立ち
合いおよび導入路設置、新たなモニタリングカメラ設置工事を併せて行うこととした。 6 月に実施した 15 年目の
検証の結果はほぼ良好な状況で維持していたが、一部錆びや有機系材料の破断等もあるため、今後さらに 20 年
、30 年と樹上性野生動物たちが利用できる様、当会メンバーも立ち合い、指導確認した。工事は北杜市のアニマ
ルパスウェイの建設時から担当してもらっている浜崎電設が実施。また、当会としましては導入路、モニタリング関
係を新しいものと交換し、少しでも良い観察記録が得られるよう対応する。また保守工事のマニュアル化も次年度
検討し作成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 工事状況（下は屋根をとリ外した）                 完了写真 

    ■尾鷲の高速道路下の新型アニマルパスウェイ 
紀勢道下に設置した新型のアニマルパスウェイ「三重のわ・アニマルパスウェイ」の改善・修理について 11 月 5 日
～6 日に当会より岩本副代表理事が参加され行われました。このアニマルパスウェイは伐採したヤマネの棲む森が
復活するまでの維持できる様フォロー予定。 
 3 月 14 日には国土交通省紀勢道事務所の twitter でヤマネ、三重のわ・アニマルパスウェイが紹介されました。

 
 

 

 

 

新しいカメラ 



 

 

ヤマネ・いきもの研究所が中心となり、当会が支援・協力している三重県尾鷲市の高速道路建設に伴うヤマネの保
全ならびに三重のわアニマルパスウェイの設置状況が、モニタリング映像とともに Twitter で紹介された。⇒こちら 

■富士周辺への APW設置について道路公社や県各部署と打ち合わせ・調査(6/7、7/29) 
       主に湊会長が山梨県道路公社と打ち合わせしながら、スバルラインでの生態調査（二ホンヤマネ、ニホンリスなど）
      を継続中。当会では昨年から今年に掛けてヤマネの巣箱掛け等の支援を行い、巣箱調査の結果では二ホンヤマ
      ネの生息は実証されており、DNA 分析も実施中。また道路公社委託のコンサル会社を DWIが指導しその他の 
      樹上性動物についての調査も開始している。 
    
    ■2 月 2 日 アニマルパスウェイに関する勉強会（山梨県）にて岩本副代表理事講演 
      山梨県道路公社において県の関係者や APW にご興味をお持ちの皆さん、あるいは NGOや生き物等の専門家 
     約 20 名が集まり、道路公社の保坂部長のご挨拶のあと、元道路公社の山本 修氏、当会岩本副代表理事、湊会長
     が、それぞれ「ヤマネブリッジ」「アニマルパスウェイ」「ヤマネトンネルと教育」についてお話をされ、終了後グループ 
     討論を実施しました。ご出席者から大きな関心を得ることが出来、今後のアニマルパスウェイ普及の弾みとなる取り組
     みでした。なお、企画はヤマネ・いきもの研究所と山梨県道路公社でした。今後も継続する予定。 

■5 月 22 日帯広市 APWモニタリングについて検討会 
   帯広畜産大の浅利先生、当会の小田理事、小松理事とリスの専門家の矢竹さん、盛岡の APWの設置に関って頂
   いた香川さんに事務局が加わり検討会を開催。 
    ・設置場所が適地であったかどうか？（資金の関係もあり、かつての横断橋の支柱を利用） 
    ・以前エゾリスがロードキルに遭ったいた事例はあるそうですが、この周辺にエゾリスは生息するもののそれほど 
   多くはない。かつて同じ場所にあったエコブリッジの利用頻度等を調査中。 
    ・誘因策を検討する必要があるということになり、東北や山梨でのアイディアなどを活用して今後浅利先生に協力 
   して実施することとなった。 

 

 

 

 

 

 

帯広のアニマルパスウェイの検知システム 
 

■那須平成の森のモニタリング 
 2020 年度結果の映像データは取り出したが、データ整理は終わっていない。 
データのアーカイブ化ならびに 次年度以後も一方のカメラでモニタリングするか検討中。 
なお、環境省の次年度以後の那須平成の森のマスタープランのヒアリングに対応しましたが、基本的にアニマル
パスウェイのモニタリングは含まれていない。 

■モニタリングデータのアーカイブ化 
現在、助成金をもとにこれまでのアニマルパスウェイのモニタリング映像等のアーカイブ化に取り組んでいる。 
様々なキーワードでこれまでのデータを検索できるデーターベースシステムを構築中。 

 

 

 

 

         アーカイブシステム               キーワード検索                データ画面 

４．アニマルパスウェイの普及啓発活動 

■9 月 2 日  北杜市教育委員会に絵本寄贈 
9 月 2 日は湊会長、饗場理事と代表理事で北杜市役所を訪問、上村市長、教育長、教育部長はじめ皆様とお会
いし、「ヤマネのマルくん南の森へ」を市内の 5 年生全員に渡る様寄付しました。また、アニメ制作についてもお話

 

   

https://twitter.com/mlit_kisei/status/1635556916889006081


 

 

しし、原作本とともに北杜市ならびに教育委員会の推薦を頂くことをお願いし、後日推薦書を頂戴しました。北杜
市 1 号機等のアニマルパスウェイの保守についてもお話しし、後日計画や見積もりを林政課に提出。他に DWIの
活動などについて様々意見交換を行った。広報誌「ほくと」および週刊ほくとニュース（CATV）で放送。 

 

 

 

 

 

  
                  絵本の贈呈式                   市長らとの意見交換 

■Youtubeによる動画配信 
小林理事によるこれまでのモニタリングビデオを編集し、Youtubeで発信。 
https://www.youtube.com/playlist?list=PL65xzxtBYNULSB... 
 

■アニマルパスウェイ啓発アニメーションの企画 

・アニメの原作本（漫画本）完成 
仮題【いのちをつなぐふしぎな森の大冒険】という 24 ページの漫画小冊子を制作。 
森を開発し、道路をつくることで、ヤマネやリスなどの樹上性動物の視線から困ることを人に伝えたいというストリー
で、その間、森の中で多くの危険に遭遇する話。 
原作は正会員メンバーが行い、作画は清里在住の漫画家清水アイさんに依頼。沢山の原作案を調整した結果、 
アニメ化には多額の費用が掛かりますので非営利団体の当会では初めてクラウドファンディングを利用した啓発活
動の準備を実施しました。より多くの方に樹上性動物と森や道路との関係、アニマルパスウェイの重要性を知って頂
くきっかけになればと思います。原作本は会員に配布しました。また啓発活動としても増刷し活用。 

 

 

 

 
 

 

 
 

・アニメ企画会議：5月 14日、7月 8日、7月 30 日 
ApWAの大きな活動目的はアニマルパスウェイの啓発普及にあります。 
湊会長を中心にヤマネ・いきもの研究所（DWI）とも連携し様々な活動を実施しておりますが毎日直接・間接的に
利用している道路などの森を分断する連続する構造物は樹上性野生動物などにとって大きなバリヤー（障害）なの
ですが、まだまだ認知レベルは低く、アニマルパスウェイ設置には一般の皆様に知っていただくことが重要です。
そのため様々な機会や媒体を通して知っていただく活動をしています。今般、「いのちをつなぐふしぎな森の大冒
険」（仮題）の漫画本を制作しましたのでこれをひとつの原作本としてアニメを製作し、SNSや様々な媒体・機会を
利用して流布していきたいと思います。アニメ企画会議ではその方向性を検討しました。対象とする年代想定、長
さや質、予算などです。まだ、アニメ制作会社を選定（7 月 1 日、8 月 3 日）し、不足する費用調達はクラウドファン
ディングを利用して調達することとした。また、本年はエコプロ展に出展を見合わせたため、啓発活動は HPや SNS
を多用して行う。Youtube、Facebook、Twitter、Instagram、Tiktokなどにて情報発信を実施。特にアニメ制作のため
の一部資金を調達するためのクラウドファンディングに初めて参加し、SNSやメディアを通じて、これまでにアニマル
パスウェイを知らなかった多くの方にも啓発活動を行うことととなった。なお、アニメについては原作本とともに経団連
自然保護基金、北杜市ならびに北杜市教育委員会の推薦が得られた。 

・クラウドファンディング計画、実施 
クラウドファンディングを知るために昨年より何度か CＦ会社にヒアリングを実施し、ＣＦ会社 10社余りから実績の高
い REDYFORを選定、具体的な打ち合わせを 8月 17日から 2週間に 1 回の割で実施した。その結果、10月 17

 

 

原作漫画の表紙 リスの道路横断  クラウドファンディング  

 



 

 

日から 12月 15日までの 59日間、目標 300万円、All or Nothing方式で実施した。READYFORの HP、当会 HP
、YOUTUBE、FACEBOOK,TWITTER、INSTAGRAM、TIKTOKおよびメディア発信を実施し、広い階層へのロード
キルや森の生物多様性保全対策としてのアニマルパスウェイの啓発活動を実施。多くの皆様のご支援を頂くことが
出来た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 『ロードキルや横断障害から動物達を守る歩道橋の啓発アニメにご支援を！』 
 
 アニマルパスウェイの一般化と連携にはあらゆる手段が必要であり、創設以来官・民（企業、市民）・学の連携 
を行って参りましたが、一般化の手段として SNSを多用し、2日に 1 回程度の情報を発信、それぞれの媒体で 
異なる年代層に広く啓発することができ、多くの支援者を獲得することが出来ました。 

      ■環境教育教材等教育への貢献  

〇幼児、小中高校および大学向けの教育教材への資料提供：多くの出版社や教員よりアニマルパスウェイ 

のコンテンツ提供要請は多数あり、理科、社会科、英語、倫理教育等に役立てていただいている。 

2022年度 2 社の教科書等に掲載されています。 

・ 株式会社日本入試センター（SAPIX）の学習塾「サピックス小学部」の環境学習講座にて 

   アニマルパスウェイ紹介 

・ 啓林館中学校英語教科書（文科省検定）および問題集、ビデオ 

・チャイルド本社「まちのふしぎ図鑑」にヤマネブリッジ写真掲載される。 

・がくしゅうひかりのくに 2023年 4 月号に「だれのためのみち？」にアニマルパスウェイが紹介された 

・また、8 月には SDGsに関連して某中学校生のインタビューを Zoomで受けた。 

 本内容につきましては、文化祭などで発表され、また絵本を新聞などに特派員として紹介頂いた。 

・DWI は 11 月に北杜市の高校生にヤマネブリッジ、ヤマネトンネル、アニマルパスウェイを案内し、特別授業実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
  ■寄付自販機の普及 

 ｢森と命を繋ぐ架け橋支援プロジェクト｣を推進、全国の道路利用企業や関心を持っていただける企業、 団体などの
サプライチェーンの一環としての SDGs活動として、アニマルパスウェイ支援自販機による寄付 に取り組んでいただく
。また自販機で買うことにより多くの方に参加意識を醸成する。これまでの約 20基 余の 10 年間における自販機寄付
の累計は約 493万円（3月末現在）となりました。有意義に活用させて頂 いております。感謝申し上げる。 

  ■アニマルパスウェイ通信（毎月末）No.121～132 発行 
約 530名の方に当会の活動状況、生物多様性に関する情報などを送付している。開始以来満 11 年となった。 

 

５．国内外での発表と連携 

■他団体との連携等 
6 月 4 日 道路生態研究会（当会は団体会員）令和 3 度総会及び研究発表会の開催 
6 月 2-3 日 DWI主催で元経団連自然保護協議会会長らとヤマネの森や田んぼの生き物を経験 
12 月 3 日 環境省グッドライフアワードの表彰式、交流会に湊会長ら出席。 
12 月 10 日 道路生態研究会においてアニマルパスウェイの活動を発表予定 
3 月 3 日 野生生物と交通研究発表会（札幌）共催 

   

がくしゅうひかりくにもアニ

マルパスウェイが掲載され

ました。 



 

 

3 月 9 日 経団連自然保護協議会兼 J-GBF ビジネスフォーラムならびに企業・NGO 交流会出席 
    （二ホンヤマネ保護研究グループ、DWIが展示発表） 

■Folia Primatologica」(霊長類学会誌)の Canopy Bridge特集としてヤマネトンネル、ヤマネブリッジ、 

アニマルパスウェイが日本の事例として唯一発表された。 

Folia Primatologica 0 (2022) 1-18  brill.com/ijfp 

「Research and Popularization of The Dormouse Bridge and The Animal-pathway as Biodiversity Conservation 

Corridors by protecting Arboreal Animals. 」 

 

■1stAsia-Europe Transformation ＆ Ecology(10月開催予定が直前で 11/24-25) にて園田理事が発表 

 11 月 24 日-25 日 CATS主催『1st Asia-Europe Transportation & Ecology』開催さるれ、中国、ヨーロッパ各国、

インド、ミャンマー、日本などアジア各国が参加。 

 園田理事から Factors influencing wildlife roadkill at Mt.Fuji Japan、a UNESCO World Heritage Site の発表があり

ました。道路生態学の面では欧米、豪州進んでおり、 9 月にルーマニアで開催された IENE には参加しなかったが、

EUはじめ多くの国は道路などのインフラと野生動物の関係に取り組んでおり、日本は後発の中国にも遅れを取ってい

るのが現状であることが良くわかった。 

 

■最近のイギリス等における日本発アニマルパスウェイの進展動向について 

 2016 年の当会主催のシンポジウムにおいてイギリスよりお招きしご講演いただいた Ian White氏からの情報では

2015 年のワイト島の鉄道線路上へのアニマルパスウェイ研究会開発の設計を基にした成功事例のあとも Animex 社と

連携し都合 4 基（うち 1 件はデンマークとのこと：車の衝突により破損）設置され、現在計画中も数例ある。かなり大掛

かりな計画も多い。まだまだ日本はその面でも遅れを取っている。 

■9 月 20日 湊会長、饗場理事が環境省自然環境局課長と Zoom会議、 

アニマルパスウェイの国立公園、国定公園内への建設を提案したが、道路事業者（道路管理者）が主体というご返答

あり、沖縄のケナガネズミのロードキルの話があり、APW建設ガイドを送付。 

■当会顧問栁川先生監修で当会園田理事編集の「野生動物のロードキル」（東大出版会）が発刊 

12 月 28 日に東大出版会より「野生動物のロードキル」が発刊された。ApWAの栁川顧問が監修され塚田先生、園

田先生編で、当会会員の研究者諸氏も多く執筆（下記目次：当会関係者および樹上性分）されている。⇒こちら 

本書はロードキルに関する国内での多くの権威が執筆されており、バイブル的図書になる。 

 

 

 

 

 

 

 

はじめに（柳川 久） 

序章 「ロードキルという悲劇」――ワイルドライフマネジメントの今日的課題（塚田英晴） 

I ロードキル問題とはなにか 

第 1 章 ロードキル問題の歴史的背景（園田陽一） 

第 2 章 道路による野生動物への生態学的影響（浅利裕伸） 

II ロードキルに遭う動物たち 

第 3 章 エゾシカ――大型動物のロードキル（野呂美紗子） 

第 4 章 キタキツネとエゾリス――普通種のロードキルとその対策（柳川 久） 

第 9 章 ケナガネズミ――樹上性哺乳類のロードキル（玉那覇彰子・亘 悠哉） 

第 10章 エゾモモンガ――滑空性哺乳類の分断化対策（浅利裕伸） 

第 11章 ヤマネ――樹上性哺乳類の分断化対策（湊 秋作・饗場葉留果） 

第 12章 野ネズミ――森の分断化が遺伝的分化に与える影響（佐藤 淳） 

III ロードキルをどう防ぐか 

第 13章 ロードキルデータの現状と課題（末次優花）田英晴） 

終章 これからのロードキル問題――道路生態学への応用（園田陽一） 

おわりに（塚田英晴・園田陽一） 

 

 

http://www.utp.or.jp/book/b614692.html


 

 

■12 月 10 日道路生態研究会にてアニマルパスウェイ等について当会関係事例を報告発表 

当会陽一理事から当会が富士山アウトドアミュージアムとともに実施しました富士山周辺道路における調査研究 

「ユネスコ世界遺産である富士山での野生動物の交通事故に影響を与える要因について」および「1st Asia-Europe 

Transportation Ecology Forum」の各国の活動状況について発表された。 

湊秋作会長・饗場葉留果理事および山本修各氏が「日本の持続可能な開発目標（SDGs）としての高速道路整備、 

ヤマネの保護、新しいアニマルパスウェイの建設、環境教育等について」の発表がされた。 

元山梨県道路公社の山本氏からヤマネブリッジとヤマネトンネルの建設経緯について詳しくご説明があり、事務局も

初めてお聴きする内容だった。また饗場理事よりこれまでのアニマルパスウェイの実施事例が、湊会長より尾鷲等に

おける活動などのご説明があり、各機関・団体と連携した当会の活動実績を紹介頂くことになった。 

 

■野生生物と社会学会「WILDLIFE FORUM」Vol27 

都市における野生動物の保全と管理に園田理事が『人と野生動物が共存する都市の「場」におけるグレーインフラ 

とグリーンインフラの融合』と題し寄稿。 

■環境情報科学 52-1 2023 に経団連自然保護協議会事務局が執筆された「企業と環境 NGO-経団連自然保護

協議会の取り組みを通じての考察」のなかの好事例としてアニマルパスウェイ研究会や当会事例を紹介された。 

６．当会関連のメディア等への掲載について 

■ 一般財団法人セブン・イレブン記念財団発行「みどりの風」No.69（2022 年春号） 

特集 樹上の生活者に「アニマルパスウェイ 動物の命をつなぐ森の架け橋」が掲載された。 

大変良くまとまっていて、これまでの取り組みをよくつたえてくれている内容であった。 

■4 月 23 日 日本テレビ”King＆Priｎce る。”「生き物図鑑をつくる」に湊会長出演 

4 月 23 日（土曜日）13 時 30分より 1 時間の番組ですが、ほぼ半分は標題の king & Princeの岸優太さんが湊会

長の指導で田んぼの水路や八ヶ岳の森の中で動物探しをする内容だった。 

トヨノボリ、タイコウチ、コオイムシ、ヌマエビなどが午前中採取確認・リリースされ、午後は二ホンヤマネ探しだった。

冬眠から覚める映像は大変貴重だった。TVer や Hulu で放送を確認可能。 

 

 

 

 

 

 

 

■7 月 16 日～8 月 28 日 山梨県立文学館 文芸雑誌から ZINEへの特設展に 

「ヤマネのマルくん南の森へ」が展示されました。 

■10 月 8 日～14 日 週刊ほくとニュース（北杜市 CATV）で絵本寄贈が放送された 
9 月 2 日は上村市長はじめ教育長などのご出席のもと、湊会長、代表理事、饗場理事が絵本の贈呈を行 
ったがその模様は北杜市の広報誌『ほくと』ならびに北杜市のＣＡＴＶで週刊ほくとニュースと 
して放送された。Youtubeでも見ることが出来ます。⇒こちら（5 分 15 秒頃から） 

■1 月 14 日 山梨日日 mori t omori 
1 月 28 日の山梨日日新聞の SDGsの取り組みのひとつ、月刊「mori to mirai」に掲載されたと会長より一報が入り
ました。一面全体を使って、ヤマネの森の生物多様性、ヤマネ・いきもの研究所の活動、教育。特にヤマネ・いきも
のトンネル、ヤマネブリッジ、アニマルパウェイが紹介された。⇒こちら 
 

 
 

https://www.youtube.com/watch?v=hTJ5ITgVXaw
http://1https/www.moritomirai.com/news/categories/news


 

 

 

 

一般社団法人 アニマルパスウェイと野生生物の会 事務局info@animalpathway.org 
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